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令和４年度地域スポーツ指導者養成事業（防府地区） 

 「ほうふキッズＡＣＰ」 報告書 

 

１ ねらい 

 ①幼児期からの運動遊びを指導できる人材として

の地域スポーツ指導者を養成し、地域でのスポ

ーツ活動の推進を図る。 

 ②運動遊びを手段として、スポーツや運動が好き

な子どもの増加を図るとともに、日常的に運動

する習慣形成を図る。 

 

２ 主催 

  公益財団法人山口県体育協会 

 

３ 共催 地域スポーツクラブ防府 

   

４ 後援 防府市 

 

５ 対象 

  ・子ども（小学３年以下の児童と幼児） 

・スタッフ（地域スポーツ指導者・スポーツ少年団指導者及び育成母集団） 

   

６ 地域スポーツ指導者の役割 

 〇地域の子どもがスポーツや運動に参加できる場を創出するために、ＡＣＰの指導技術を学ぶ。 

  〇ＡＣＰ普及講習会・講師講習会への参加 

 

７ ＡＣＰ指導者 

  〇ＡＣＰ講師 石川健一（ACP講師）  松原真奈美（ACP講師）  

         和田康夫（県体協） 

         

８ 令和４年度の取組 

  新型コロナウイルス感染対策のために、昨年度は施設がほとんど使えなかったが、今年度はよ

うやく予定していた回数を行うことができた。チラシは、会場となった牟礼地区近隣の小学校・

幼稚園・保育園（所）とし、約２７００枚を配付した。 

 (1) 参加者 

  参加申し込み人数は、以下のようになり、令和３年度に比べて、倍近い参加があった。合計延べ

人数は、２６８人となった。 
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  保護者は、常に２０人近く参加、参観しており、アンケート結果からもわかるように、ＡＣＰや

運動遊びへの関心の高まりを感じることができた。 

    5/21 6/18 7/16 9/17 10/15 11/26 12/17 1/14 2/18 3/18 

  者数 39 39 29 29 31 19 19 24 22 17 

 

 (2) 内容 

 

 

 

 ACPの内容（運動名） 

実施日 アイスブレーキング 主  運  動 
ストレッチ 

クロージング 

5/21 〇お料理づくり 

〇アンケート 

〇体ジャンケン 

〇新聞紙 

 ・新聞紙のり 

 ・新聞紙ボールで 

〇宅配便 

〇だるまさんが○○ 

〇動物ストレッチ 

6/18 〇ロコモチェック 

〇いうこと一緒 

 やること一緒 

〇いろいろ歩き 

〇ひよこの闘い 

〇魚とり 

〇だるまさんが○○ 

〇動物ストレッチ 

 

7/16 〇グリコジャンケン 

 

〇グージャンケン 

〇ボール集め 

〇風船を使って 

〇だるまさんが○○ 

〇動物ストレッチ 

9/17 〇進化ジャンケン 

〇言うこと一緒 

 やること一緒 

〇赤ずきんジャンケン 

〇ボール集め 

〇新聞紙ボールサッカー 

〇動物ストレッチ 

10/15 〇体ジャンケン 

〇ヒップウォーク 

〇レジ袋で 

〇ボール集め 

〇ドカンジャンケン 

〇動物ストレッチ 

△ ひよ  闘  △  カデ ッ  
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11/26 〇いろいろ歩き 

〇進化ジャンケン 

〇さかなとり 

〇宅配便 

〇長縄遊び 

〇だるまさんが○○ 

〇動物ストレッチ 

12/17 〇トントンクリスマス 

〇おーちたおちた 

 

〇風船遊び 

〇宇宙人鬼 

〇長縄遊び 

〇サンタリレー 

〇しっぽとり 

〇動物ストレッチ 

1/14 〇グリコジャンケン 

 

〇長縄遊び 

〇新聞紙ボールで 

〇宅配便 

〇だるまさんが○○ 

〇動物ストレッチ 

2/18 〇いろいろ歩き 〇タイミングジャンプ 

〇長縄遊び 

〇軍手ミントン 

〇新聞紙サッカー 

〇だるまさんが○○ 

3/18 〇グリコジャンケン 

 

〇さかなとり 

〇新聞紙ボール 

〇ムカデドッジ 

〇大根抜き 

〇だるまさんが○○ 

 

９ 保護者アンケート 

 (1)子どもの運動状況 

  「お子さんは運動が好きですか？」の問い 

では、「とても」は半数であったが、「喜 

んで参加したか？」の問いに対して、約７ 

０％の保護者が「とても喜んで」と回答 

した。 

  (2) 家庭でのＡＣＰ 

   家庭での遊びの効果については、右のようなグラフ 

の結果になった。 

自由記述に次のような感想が寄せられた。 

  保護者の感想から 

〇家にある物を使って、おもちゃを作って遊ぶように 

なり、発想力がつくのでいいなと思った。 

〇知らなかった遊びができて、子どもが覚えて家でも 

やったみたりして、とても楽しんでいた。 

〇身近なものを使って子どもたちが楽しめる運動遊びをいろいろ教えてくださってとてもいい 

と思った。 

〇家でもできることが多く、勉強になった。 

とても

52%
まあまあ

39%

１．運動が好き

とても

69%

まあまあ

19%

２．キッズＡＣＰに

は喜んで参加でき

た？

とても

48%

まあまあ

39%

３．キッズＡＣＰで行ったことを

家でもしてみたい？
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 (3) ACPへの期待 

 下のグラフのように、「運動が好きになること」「社会性が身に着くと」がこのＡＣＰ教室へ 

の参加動機と言える。中には、親として、運動遊びを学びたいと答えている保護者があり、こう 

した保護者の参加を促し、地域での実施率を高めていきたい。 

 
 

 (4) 子どもへの働きかけ 

運動遊びを経験することで、親として子ども 

への働きかけが高まっているようにとらえられ 

た。 

右のグラフでも、約７０％の保護者が運動の  

必要性を強く認識していることがわかる。ある 

保護者が、「専門知識がない親でも子どもに教え 

られる運動遊びを学べた」と答えているように、遊びを身近に感じることができたようだ。 

 また、「恥ずかしがってなかなか他の子どもと一緒にできなかったが、持ち帰った風船やボー 

ルで弟と家で遊んでいたので、連れていってよかったと思いました」という感想があった。この 

ような教室を行うと、集団に入れない子どもが必ずいるが、時間や回を重ねるごとに、子どもた 

ちの輪に入ることができることが多い。教室に参加する子どもの親の願いを始めに把握してお 

ことも必要ではないかと思われた。 

  「７歳の子は楽しそうだったが、４才の子はジャンケンがわからず、やりたがらなかった」とい 

う感想もヒントになるが、前述のことに関連するが、初回に保護者アンケートを行い、子どもの 

発育・発達の状態を指導者が把握して、一斉指導にするのか、グループ指導にするのか、その後 

の指導案に反映させていくことが求められる。 

 

 (5)  情報の収集 

こうした教室の情報をどのように入手し 

ているのかを回答していただいた。最近は、 

SNSなどのスマートフォン情報が主流かと 

予想していたが、チラシの効果が大きいこと 

もわかった。 

とても思

う

67%

まあまあ

33%

運動ができるよう働きかけたい
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 (6) 今後の課題と取組 

   子どもたちの遊びの現状は、右のグラフでもわかるよ 

うに、週に３回が約３割であり、多くの子どもたちが遊 

ぶ機会をもっていないと言える。「家にいると TV や 

YouTube ばかりなので、人とのふれあいもなく、運動も 

しないので、子どもらしくしっかり遊んでほしい」との 

思いを書いてくださった保護者もいた。さらに、「運動 

することの楽しさが伝わったと思う。スポーツ少年団だ 

と親の負担が大きいが、この教室だとそれがないのでい 

い」という意見も見られた。親としては、遊ばせたり、運動させたりしたいが、なかなか思うよ 

うにならない実態があるようだと想像された。 

   この事業の１年目である令和３年度は、コロナの関係で開催を制限されたが、今年度は予定 

していた１０回の開催となり、事業を完了するところであるが、次第に手伝ってもらえる保護 

者も増えてきたことも考慮し、来年度も継続し、かつ、開催曜日を日曜日にして、地域スポーツ 

指導者の拡大を図りたい。         （文責：生涯スポーツグループ 和田康夫） 

△     ん ○○ 

△  カン ャンケン 
△  根抜  

週に３回以

上

35%

週に１回程

度…

月に１～２

回…

家族や友人と遊ぶ機会


